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フィルム型ペロブスカイト太陽電池の壁面設置に向けた改良工法開発を開始 
 

積水化学工業株式会社（以下、積水化学）、積水ソーラーフィルム株式会社（以下、積水ソーラーフィ

ルム）、株式会社ＮＴＴデータ（以下、ＮＴＴデータ）、および日軽エンジニアリング株式会社（以下、日

軽エンジニアリング）は、フィルム型ペロブスカイト太陽電池を建物外壁に設置するための改良工法の開

発を 2025 年 10 月から開始しました。 

積水化学とＮＴＴデータは 2023 年より NTT 品川 TWINS DATA 棟外壁で行ってきた設置実証で得ら

れた知見や課題をもとに、軽量性、および製造方法の観点から実用化を見据え、アルミ押出形材注 1 を用

いた固定金物を採用した工法を開発します。さらに、壁面の施工時に発生しやすいフィルム特有の「し

わ・よれ」を容易に調整する工法も検討し、意匠性も確保します。 

 

1.背景 

都市部における再生可能エネルギー導入は、設置場所や建物荷重の制約が大きく、従来型の太陽光パネ

ルでは普及に限界がありました。特に屋上や敷地が限られる都心部では大規模導入が難しく、郊外で発電

して送電する方式が一般的でしたが、送電ロスやコスト増といった課題もありました。これに対し、次世

代型太陽電池であるフィルム型ペロブスカイト太陽電池は、軽量かつ柔軟性が高く、外壁や窓面など都市

部の既存建物にも設置可能です。導入が進むことで、都心部での再エネ地産地消の促進が期待できます。 

積水化学とＮＴＴデータは国内初の外壁設置実証を進めてきましたが、フィルム型であるため設置に

おいて、しわ・よれの発生、設置時間を要する、そのほか、耐風性・耐久性を高めるため固定枠の断面性

能を上げる等の設計をすると重量が増えるなどの課題がありました。さらに、大規模導入を見据えると、

固定枠の切削加工に伴う高コスト・⾧納期といった課題も明らかになりました。今回 4 社共同で、施工

性、軽量性、および製造方法の観点から改良工法の開発を行います。 

 

2.概要 

積水化学、積水ソーラーフィルム、ＮＴＴデータ、および日軽エンジニアリングは、2025 年 10 月から

2029 年 3 月まで、フィルム型ペロブスカイト太陽電池の壁面設置に向けた改良工法の開発・検証を共同

で実施します。まずは現在検討している工法を適用したフィルム型ペロブスカイト太陽電池を設置し社

会実装に向けた検証を進めます。 

 

■実証内容 

・設置方法や太陽電池モジュールの固定方法の確立 

・塩害地域での耐久性検証 



・都心部建物での施工性検証 

・アルミ加工工場での製造性検証 

 

■新たに開発する工法の特⾧ 

・アルミ押出形材を用いた固定金物の採用により、大量生産と軽量性を両立 

・壁面（垂直面）の施工時に発生しやすいフィルム型ペロブスカイト太陽電池の「しわ・よれ」を容易

に調整でき、意匠性を確保 

 

■設置予定地 

・NTT 品川 TWINS データ棟 東京都港区港南 1 丁目 9-1 地上 12 階建/地下 2 階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：検討中の工法を適用したフィルム型ペロブスカイト太陽電池       図２：NTT 品川 TWINS データ棟 

 

3.各社の役割 

 

社名 役割 
積水化学 
積水ソーラーフィルム 

外壁への設置に際してのモジュール提供及び検討・各種性能試験への助言 

固定金物製造上の課題に対しての助言 

ＮＴＴデータ フィールド提供、設置工事 
外壁への設置方法の検討及び各種性能試験の実施（4 社共同） 
固定金物製造上の課題と施工性のギャップ調整（4 社共同） 

日軽エンジニアリング 固定金物の設計及び試作・各種性能試験への助言 

固定金物の生産設計・製造計画の立案 

 

４.今後について 

4 社は、2025 年度中に NTT 品川 TWINS DATA 棟でフィルム型ペロブスカイトの追加設置を行い、

施工性や耐久性の検証を進めます。本取り組みを通じて、社会実装に向けた課題解決を実現し、都市部で

の再エネ地産地消に貢献していきます。2026 年度以降は、日軽エンジニアリングでの製造ライン構築お

よびＮＴＴデータが保有するデータセンターおよびオフィス計 16 棟への導入拡大に取り組みます。 

積水化学と積水ソーラーフィルムは、本検証を通じて、フィルム型ペロブスカイト太陽電池の適用拡大



による脱炭素社会実現への貢献を目指します。 

ＮＴＴデータは、本取り組みを通じて、2030 年度の自社データセンターのカーボンニュートラル実現

を目指し、都市部の既存建物に適用可能な再エネ導入モデルを確立することで、社会全体の脱炭素化にも

貢献していきます。注 2 

日軽エンジニアリングは、本検証を通じて、施工性・耐久性・意匠性などの機能面をかなえつつ、脱炭

素社会実現への貢献を目指します。 

 

【注釈】 

（注1） アルミを押し出し加工して成形した部材 

（注2） 2040 年までに温室効果ガス排出量実質ゼロを目指す新たなビジョンを策定 | NTT データグ

ループ - NTT DATA GROUP 

＊その他の商品名、会社名、団体名は、各社の商標または登録商標です。 

 

 

<本件についてのお問い合わせ先> 

＜報道関係の皆様＞ 

積水化学工業株式会社 

コーポレートコミュニケーション部 広報グループ  担当：谷村 

E-mail：kouhou@sekisui.com  

 

株式会社ＮＴＴデータ 

ソリューション事業本部  

クラウド＆データセンタ事業部 

佐藤、園田、山口（貴）、宮腰、中嵜 

第二インダストリ事業本部 

製薬・化学事業部 

谷口、田中 

E-mail：nttdpsc＠hml.nttdata.co.jp  

 

日軽エンジニアリング株式会社 

商品開発部 

E-mail：ne-shohinkaihatsubu@sne.co.jp 


